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おいしい南島原ワイン・リキュール特区

令和5年4月4日

タイトル 南島原市が「ワイン・リキュール特区」を取得

令和５年３月、本市は「特産酒類の製造事業」における国の構造改革特別区

域計画（特区）の認定を受けました。

この認定により、市内における指定作物を使用した果実酒（ワイン）および

リキュール製造の要件が緩和され、最低製造数量が大幅に引き下げられます。

今後、酒類製造業への新規参入者の増加を促しつつ、すでに認定済みの「ど

ぶろく特区」との連携を図り、新たな南島原ブランドを創出することで、コロ

ナ禍で低迷した地域経済を再び活性化させる起爆剤となることが期待されます。

【認 定 日】令和５年３月３１日

【特区名称】おいしい南島原ワイン・リキュール特区

【区域範囲】南島原市の全域

【指定作物】８種類・・・みかん、ぽんかん、不知火、はるか

ぶどう、梨、桃、トマト

【緩和内容】最低製造数量の引き下げ

■果実酒（ワイン）

６キロリットル ⇒ ２キロリットル

■リキュール

６キロリットル ⇒ １キロリットル
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おいしい南島原ワイン・リキュール特区 

 

 

都道府県名： 長崎県 

 

申請主体名： 南島原市 

区域の範囲： 南島原市の全域 

特区の概要： 

 南島原市とワインの関係性は古くからあり、戦国時代末期

に、日本でキリスト教の布教を行う際、殿様や有力者へのお

土産品としてワインが献上されたことが宣教師の報告書に

記載されている。 

 こうした歴史的経緯やぶどう、みかんをはじめとする多様

な果実等の生産が盛んな本市の特徴を生かし、それらの特産

品を原料としたワイン及びリキュール製造を活性化させる

ものである。 

これにより本市の新たな観光コンテンツを生み出し、観光

客が足を運ぶきっかけの創出や滞在時間の延長を図るとと

もに、農林漁業体験民宿と連携した取組を通して、農産物の

栽培や収穫体験、食事や宿泊を通した交流人口の拡大を図

る。 

適用される規制

の特例措置： 

・特産酒類の製造事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ぶどう狩り体験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農林漁業体験民宿】 




